
車道通行割合による
自転車通行空間への意識の違いについて

自転車に関する住民アンケート調査の概要

文京区では、本年7月に文京区自転車活用推進計画を策定し、『安全で快適に自転車を活用できるまちづくり』を目標に、施策を進めております。
計画の策定に当たり実施した、自転車に関する住民アンケート調査では、車道通行の割合が多い人と歩道通行の割合が多い人において、自転車通行空間に対する満足度や、通行
環境に対する不満点、車道通行時に不安と感じる箇所等に違いが生じました。
本発表では、アンケート調査結果におけるそれらの違いと文京区自転車活用推進計画の概要について、自転車活用推進施策の検討の一助となるよう、報告を行うものになります。

「車道通行時」における怖さ・不安の有無 「車道通行時」に怖さ・不安を感じるタイミング

文京区自転車活用推進計画について

■調査目的：自転車の利用状況、通行環境・駐輪環境等に対する満足度や課題といった、区内における自転車利用の現状や意向の把握

■調査期間：令和3年6月～7月

■調査対象：18歳以上の区民

■調査方法：郵送配布、郵送回収およびWEB回答

■配布数 ：3,000票

■回収数 ：1,122票（回収率37.4％）

「車道の通行環境」に関する満足度 「車道の通行環境」に対する不満

全く車道を通行しない人（すべて
歩道を通行）は、車に追い抜かれ
る時に不安を感じる傾向にあります。

一方、すべて車道を通行する人は、
車に追い抜かれる時の不安は少な
く、駐停車している車を追い抜く時
に不安を感じる傾向にあります。

車道を通行することに対して「怖い」
「不安」と感じる人は、車道を通行
する割合が高い人ほど、少なくなる
傾向にあります。

すべて車道を通行する人の2割は、
「怖い」「不安」と感じていないことが
分かります。

自転車の車道の通行環境に対して、
区民の約半数が不満を感じています。

また、自転車で車道を通行する割
合が低い人（車道通行割合が5割未満

の人）は、高い人（車道通行割合が5割

以上の人）に比べ、自転車通行環境
に対する満足度が低い傾向にあり
ます。

計画の基本方針・期間・体制 基本方針と施策 文京区自転車ネットワーク計画
本計画では、「安全で快適に自転車を活用できるまちづくり」を目標
とし、以下の4つの基本方針に基づき取組を推進します。

文京区 土木部管理課交通安全係 小出典子、堀田隆史
パシフィックコンサルタンツ株式会社 栗栖、田代、増池、竹本、長尾

【回答者の属性】
＜回答者の性別＞ ＜回答者の年齢＞ ＜回答者の自転車利用の有無（シェアサイクル含む）＞
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＜車道の通行環境に関する満足度＞

＜ 車道通行に対する不安（車道通行割合別）＞
＜車道通行に怖さ・不安を感じるタイミング

（車道通行割合別）＞

＜車道通行環境に対する不満（車道通行割合別）＞
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結論と今後の方向性
• 車道通行割合が低い人ほど車道通行時の怖さ・不安を感じていることから、今後は、車道に出やすい、不安を感じにくい通行空間の整備を推進します。
• また、車道通行割合の高い人は、路上駐車や自転車の逆走に対する不満が高く、駐停車しているクルマの追い抜き時に怖さ・不安を感じていることから、今後は、路上駐車対策や
交通ルールの教育による逆走対策などを推進します。

本計画は、2017年5月に施行された自転車活用推進法第11条に基づき、本区における自転車の活用を総合的かつ計画的に推進するための計画です。
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Q.文京区における自転車利用環境について、車道の通行環
境に関して、現在の満足度を教えてください。

Q.あなたが自転車を利用している区間で車道（路肩）を走行
する際に不安・走りにくいと感じていることを教えてください。

半数以上の方が、「路上駐車が多
い」、「車道（路肩）が狭い」、「自
転車レーン等の自転車通行空間
がないこと」を不満と回答しています。

また、車道を通行の割合が高い
人は、「路上駐車の多さ」や「自転
車の逆走」といった通行の支障とな
る事柄について、より不満を感じて
いる傾向にあります。

※複数回答

Q.自転車で車道を通行することに対して「怖い」「不安」と感じる
ことはありますか。

Q.自転車で車道を通行する際、どのような時に怖い・不安と感
じますか。（ 「怖い」「不安」と感じると回答した人のみ）

※複数回答

基本方針４ つかう ｜ 自転車の役割拡大・活用推進

施策５ シェアサイクルの普及促進

施策６ 多様なニーズに対応した自転車活用の推進

施策７ 災害時における自転車活用の推進

施策８ ICTを活用した自転車利用の推進

●シェアサイクルの安全利用の促進

●公共用地・民地・鉄道駅等へのサイクルポートの設置促進

・サイクルポートの設置促進 ・サイクルポートの適正な維持管理

● ICTを活用した自転車利用の推進

●多様なニーズに対応した自転車活用の情報発信

●災害時における自転車活用の推進

様々な場所に設置されたサイクルポート（左：路上、中：公共用地、右：民有地）

基本方針２ はしる ｜安全で快適な自転車通行環境の形成

施策２ 自転車通行空間の計画的な整備推進

・自転車ネットワーク計画に基づく自転車通行空間の整備

自転車専用通行帯（白山通り）

●自転車通行空間の維持管理

●自転車通行空間上の路上駐車への対策

車道混在（特別区道文第834号）

●自転車通行空間の整備

後楽園駅

自転車：空（116/383）

駐輪場の満空情報イメージ

自転車通勤制度導入に
関する手引き

出典：自転車活用推進官民連携協議会
（国土交通省WEBサイト）

地理院タイル

施策１ 安全・安心な自転車利用に向けた取組の推進

基本方針１ まもる ｜ ルールやマナーを遵守した安全な自転車利用の促進

・高齢者に対する交通安全教育

●自転車利用者に対する交通安全教育の実施

●通学路等の安全点検の実施

●適切な自転車利用に関する周知・啓発

●自転車損害賠償責任保険等への加入促進

●警察における指導・取締り

●交通ルール・マナーに関する周知・啓発の推進

・学校等における交通安全教育

・企業による交通安全教育の支援

施策３ 地域のニーズに応じた駐輪場の整備推進

基本方針３ とめる ｜ 自転車を適切に停められる駐輪環境の構築

施策４ 放置自転車対策の推進

●放置自転車の返還及び有効活用

●放置自転車の撤去・整理

●駐輪場の維持管理●安全で快適な駐輪場環境の提供

・区営駐輪場の設置推進 ・マンションや商業施設等での駐輪場の設置促進
・民有地を活用した駐輪場の設置促進

●駐輪場の整備

●放置自転車の防止

区内で実施した体験型交通安全教室文京区交通安全区民のつどい

駐輪場内の防犯カメラスライド式の駐輪機

基本方針１ まもる

ルールやマナーを遵守した
安全な自転車利用の促進

基本方針２ はしる

安全で快適な
自転車通行環境の形成

基本方針３ とめる

自転車を適切に停められる
駐輪環境の構築

基本方針４ つかう

自転車の役割拡大
・活用推進

計画の推進体制

計画に位置付けられた取組については、国や東京都、関係機関と連携しながら推進します。

文京区、東京都、国、企業・団体、区民等がそれぞれの役割を認識し、相互に連携して自転

車活用の推進に向けて取り組んでいきます。

計画の期間は、国及び都の次期計画を踏まえ、10年間（2026年度中間見直し）とします。

計画の期間

文京区自転車ネットワーク路線 地図：国土数値情報より作成

※路線網密度=自転車ネットワーク路線延長/対象区域（文京区全域）の面積

路線網密度※

幹線経路 6.4km

補助幹線経路 1.8km

幹線経路 19.0km

補助幹線経路 7.1km

幹線経路 1.0km

補助幹線経路 12.5km

主要生活経路 21.8km

6.16km/km2

(69.6km/11.29km2)
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隣接区の自転車ネットワーク

路線及び国道、都道
（新宿区、豊島区、北区にお
いて、自転車ネットワーク路

線が指定されています）

（参考）
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※以下の結果は、自転車を利用している人を対象に集計したものとなります。


